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はじめに

　本書では、自治体の産業振興担当の職員として知っておきたい、基本
的な知識や地域産業の主な課題、各種施策に取り組む際の実務上の注意
点やノウハウをお伝えしています。

　産業振興担当に配属される職員は、どんな仕事をするのかイメージが
できていなかったり、来てみたら思っていたのとは違って戸惑ったりす
ることが結構あるようです。
　ちなみに、私は特に配属を希望したわけでもなく（別に嫌がっていた
わけでもありませんが）、産業振興担当に異動が決まったときは、「イベ
ントの仕事とかありそうだから、残業や休日出勤が多いのかな～」くら
いにしか思わず、具体的に何をするのかほとんどイメージできていませ
んでした。
　そこからしばらくは、怒涛のごとく「新しいヒト」や「新しいコト」
との出会いの連続でした。
　同僚と地域の人たちが楽しげにやりとりしながらも、ときに泥臭い雰
囲気を感じさせる様子に、自分だけが何もわかっていない気がして不安
や焦りも覚えました。顔と名前を覚えるのが苦手で、初対面の人と打ち
解けて話すのも得意ではない私は、地域の方々から見れば、カタいお役
人でつまらなく見えただろうと思います。
　担当事業は決まっていても、何もかもを法令に決められた手続きどお
りに粛々と進めるばかりではない産業振興の仕事は、ある意味、自由で
す。それは一方で、自分が考えなければ何も仕事が進まず、どう考えて
臨んだらいいか自信が持てず悩むことが幾度もありました。
　それでも日々の仕事に取り組んでいくうちに、カナヅチの私でもこの
仕事の泳ぎ方を覚え、面白さや醍醐味もわかり始めて、気が付けばベテ
ラン扱いされる身になっています。

　産業振興という仕事は、おそらく自治体職員の様々な仕事の中でも珍
しい部類の、公務員らしからぬ面を多く持っています。施策の自由度が
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高く地域差もある仕事でマニュアル化がしにくいからか、地域の産業振
興についての本は、「中小企業」や「商店街」「観光」などの分野ごとに
課題そのものについて論じるものはあっても、産業振興を担当する職員
向けの教科書のような本はあまりありません。戸惑っても頼れるものが
ないのは、不安なものです。

　初めて産業振興という仕事を担当することになった職員が、これから
はもう少しスムーズに仕事になじめて、いち早く職場での戦力になれる
ようにしたい、そんな想いで本書を執筆しました。
　地域差を越えた基本的な総論から具体的なノウハウまでを概観でき
る、そんな教科書を目指しています。配属１年目だけではなく何年経っ
ても使えるように、本書の後半には、さらにレベルアップするためのポ
イントもケーススタディをまじえて紹介しています。

　ラストに、ある職員からの言葉を。「今の若手職員に向けたメッセー
ジにしてください」。本書を執筆することになった私に、同じ産業振興
担当で一緒に汗をかいてきた職員からそう言われました。まさにそのと
おりだと思い、本書には若手職員もそうでない職員も、今までよりスムー
ズに、今までより効果的に、やりがいと楽しさを感じながら産業振興の
仕事に取り組めるようになってほしいという想いを込めています。
　どんな産業にしろ、産業なくして、地域の未来はありません。
　産業振興担当職員として、地域の方々とともに力を合わせて、地域の
未来を創り、守っていきましょう。

　2023 年４月
 大島俊也
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▶▶「稼げるまち」にする
　産業振興を担当する部署に配属されたら、何をイメージするでしょう
か。イベントや企業誘致などが思い浮かぶかもしれませんが、どの事業
にも自治体が行うからこその意味や効果があります。まず、自治体での
産業振興の必要性についてご説明します。
　地域にある企業が赤字ばかりで倒産・閉店が続き、住民に働く場がな
いか、あっても収入が低かったとしたら、経済的に自立できず食べてい
けない人が増えてしまいます。また、まちの活力も失われてしまうでしょ
う。
　そこに、産業振興の必要性があります。
　地域にある企業が順調に経営できて、地域内でお金が回り、あるいは、
地域の外から地域内にお金が入ってくるようにすること、つまり、「稼
げるまち」にすることが産業振興なのです。

▶▶「福祉」の観点も忘れない
　「稼げるまち」にするとしても、地域には、バリバリ稼ぎたい人から
ぼちぼち稼ぐだけでいい人まで様々な人がいます。稼ぎまくる企業だけ
を相手にするのが、自治体の仕事ではありません。
　公務員は「全体の奉仕者」です。地域の困っている町工場や商店など
を「稼げる」か否かというシビアな視点だけで切り捨てられるはずもあ
りません。自治体の産業振興は、既存の企業をその経営状態や姿勢を追
及しすぎることなく支援する面もあります。これについて、生産性の低

11 ◎…地域の産業振興 
とは何だろう？



17

産業振興担当になったら読む本 -1

第
１
章

産
業
振
興
担
当
の
仕
事
へ
よ
う
こ
そ

い企業を公費で延命させ、生産性の高い企業が増えていくことを妨げる
「産業福祉」だと揶揄する声もあります。
　このような表現の是非はともかく、地域で困っている企業に手を差し
伸べる福祉的な面も自治体の大事な仕事であるのは間違いありません。

▶▶両にらみで集中と底上げを
　「稼げるまちを目指すけど、福祉の観点も忘れないって、結局、どう
すればいいの？　白黒ハッキリして！」と思うかもしれません。ですが、
これこそ産業振興という仕事が抱える理想と現実の難しさです。つまり、
両にらみで臨む必要があるということです。地域を「稼げるまち」にし
ていきつつ、そのために今いる誰かを見捨てるのではなく、みんなが幸
せになるようにしていきます。地域の産業振興を担う業務とは、この両
にらみを理解して適度なバランスのもとに仕事に取り組んでいくという
葛藤と付き合い続けることだといってもいいでしょう。
　選択と集中で稼げる企業だけ支援して完結するのではなく、稼げる企
業が元気になることで、ほかの企業もひっぱり上げて一緒に元気になっ
ていく、そして、そんな波及効果が地域に広がる前に既存の企業が息切
れしないように下から支えて底上げもしていくのが産業復興です。

▶▶地域で異なる産業振興
　地域の産業振興といっても、大企業の本社や有名な観光スポットがい
くつもあるような東京都心の特別区と、コンビニやファストフードの支
店もない地方の町や村とでは、前提となる環境も抱えている課題も異な
ります。
　自治体の産業振興を担うには、抽象的な理想ばかり掲げて形式だけ整
えるのではなく、地域を理解して、その特徴に合った施策を考え、運用
していくことが必要です。自治体に適した目標やアプローチを見付け出
して実践できるのは、自治体を知っている職員だけです。
　皆さんの地域ならではの産業振興に、ぜひ取り組んでみてください。
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▶▶担当者の引継ぎと資料から情報を得る
　担当職員として産業振興施策に取り組むには、何の予習も考えもなし
にいきなり動き出すわけにはいきません。通常は、配属されれば何らか
の事業の担当になります。まずはその担当事業の現状や経緯を把握し、
最低限の基礎知識を身に付けましょう。それがなければ、これから何を
検討し、どのような動きをすればいいかはわかりようもありません。
　新たに担当者になれば前任者からの引継ぎがあるはずで、それを踏ま
えて仕事を進めるのが基本です。このときに前任者から現状や事業の経
緯を聞いておきましょう。しかし、引継ぎは前任者の個性によって程度
がまちまちです。整然とまとめられた引継ぎ資料に基づいてわかりやす
く説明を受けることもあれば、ごく簡潔な資料だけで終わることもあり
ます。産業振興担当の業務の多くは決まったルーティンを日々繰り返す
業務ではなく、簡潔なマニュアルやフローチャートでは伝わりきらない
ことが多いものです。前任者としても引き継ぐ難しさがあって、結果と
して概略だけを伝えて、後は「上司に相談しながら自分なりの進め方で
やれば大丈夫」という言い方になることもあります。
　数時間の引継ぎと概略の資料だけで十分に理解することは難しいの
で、関係書類などを自ら確認してから取り組むことが必要です。

▶▶当年度の予算で使えるお金を知る
　引き継いだ後にまず確認しておきたいのが、担当事業の予算です。こ
れから自分がやる仕事は、どのような内容でいくらの金額を使うことが

14 ◎…「現状と経緯」を 
把握し基礎知識を 
身に付ける
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第
４
章見込まれているのかを知っておく必要があります。

　上の表のような予算の場合、以下のようなことがわかります。
・ ８人の委員が出席する審議会を年２回開くこと
・ 販路開拓補助金の予算は 10 社に交付する分しかないこと
・ 販路開拓補助金の募集チラシの印刷予算は計上されていないので、作
りたい場合は庁内でデザイン・印刷するしかないこと

・ 産業まつりは自治体主体ではなく実行委員会方式で開くので、庁内の
契約手続を通さずに予算をある程度は柔軟に使えること

　このように担当事業の予算の金額や内訳、つまり、何ができて何がで
きないかを知っておくことは担当職員としての基本です。

▶▶前年度までの文書と決算で全体の流れをイメージする
　予算のほかに押さえておきたいのが、前年度までの文書と決算です。
これらで書類上での仕事の流れや実際に使った経費を確認します。例え
ば補助金を支払うには、次のような文書の手続きを経ることになります。

　このような文書の内容や作成する時期は、担当事業によってまちまち
です。年度当初に交付申請が集中して予算を使い切ってしまう事業もあ
れば、イベントを年度末に行うために秋頃から準備の手続きが動き出す

【補助金の交付・支払いに関する文書上の手続き（例）】

①補助金の申請に基づき交付を決定する文書
②補助金の実績報告に基づき補助金額を確定する文書
③確定した補助金額の請求書に基づき支払いをする文書

■産業振興に関する事業の予算（例）

報償費
・審議会の委員謝礼

報償金
24,000 円× 8人×２回

負担金補助及び交付金
・販路開拓補助金
・産業まつり実行委員会補助金

補助金・交付金
250,000 円× 10社

2,000,000 円


